
建設業界での3DGSの可能性

歴史的建造物等の重要文化財は、現状を維持したまま建物に対する調査、研究を行う必要があり

ます。3DGSは点群やメッシュよりもデータ容量が小さく、伝えづらい距離感や視線の抜けを“ひ

と目で分かる形”にできるため近年注目されています。今回の取り組みは、3DGSが単なる演出

技術ではなく、建設業界での“実務的な表現手法”の１つであることを示す事例となりました。

3DGS（3D Gaussian Splatting）による可視化

 “ひと目で分かる”空間作成

 3Dモデル、点群に次ぐ“新たな表現方法”

 少ないデータ容量で“リアルな表現”

3つのポイント
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